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安全にご使用いただくために  
 
 ご注意 
 

・ この取扱説明書をよくお読みになり、内容を理解してからご使用下さい。 
・ 本書は、再発行致しませんので、大切に保管して下さい。 
・ 製品の本来の使用法及び、取扱説明書に規定した方法以外での使い方に対しては、安全性の保証はできません。 
・ 取扱説明書に記載された内容は、製品の性能、機能向上などによって将来予告なしに変更することがあります。 
・ 取扱説明書に記載された絵、図は、実際のものと異なる場合があります。また一部省略したり、抽象化して表現している場合があります。 
・ 取扱説明書の内容に関して万全を期していますが、不審な点や誤り記載漏れなどにお気づきの時は、技術サービスまでご連絡ください。 
・ 取扱説明書の全部または、一部を無断で転載、複製することを禁止します。 

 
 使用している表示と絵記号の意味 
 
■ 警告表示の意味 

警告
 
警告表示とは、ある状況または操作が死亡を引き起こす危険性があることを警告するために使用されます。 

注意
 

注意表示とは、ある状況または操作が機械、そのデータ、他の機器、財産に害を及ぼす危険性があることを

注意するために使用されます。 

ＮＯＴＥ 注記表示とは、特定の情報に注意を喚起するために使用されます。 
 
 ■ 絵記号の意味 

 

 
警告、注意を促す記号です。 

 
禁止事項を示す記号です。 
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必ず実行しなければならない行為を示す記号です。 

安全上のご注意 必ずお守り下さい 

警告
 

感電や人的傷害を避けるため、以下の注意事項を厳守して下さい。 

 
禁止 

取扱説明書の仕様・定格を確認の上、電圧･電流の入力では定格値を超えてのご使用は避けて下さい。 
使用者への危害や損害また製品の故障につながります。 

 
禁止 

本器を結露状態または水滴のかかる所で使用しないで下さい。 
故障の原因となります。また製品の性能が保証されません。 

 
禁止 

接続する時、電気知識を有する専門の人が行って下さい。 
専門の知識や技術がない方が行うと危害や損害を起こす原因となる場合があります。 

 
分解禁止 

改造しないで下さい。 
製品の性能が保証されません。 

 
強制 

接続コード等（電源コードを含む）は使用する前に必ず点検（断線、接触不良、被覆の破れ等）して下
さい。点検して異常のある場合は、絶対に使用しないで下さい。 
使用者への危害や損害また製品の故障につながります。 

 
強制 

５００２電力アナライザＰＡ-６００への電圧･電流入力は、低圧電路ブレーカの２次側に接続して下さ
い。クランプＣＴと電圧コードは本体に接続してから活線の電路に接続してください。 

 
強制 

クランプＣＴの電線への設置は被覆電線のみとし、裸電線には絶対に設置しないで下さい。 
定格６００Ａ以上の大電流電路にクランプＣＴを設置すると発熱して危険です。火傷・発火事故の恐れ
があります。 

 
強制 

電圧コードのクリップは、活線の電路にしっかりと接続して下さい。万一、クリップが外れてラインの 2
線間がショート場合には、短絡･感電事故となります。 



8501-725ST017 

 
強制 

活線状態のため、活線警報器（充電部近接時の警報）や低圧検電器、ヘルメット、ゴム手袋を装備し安
全確認作業として下さい。  
感電や死傷事故の重大な事故につながる恐れがあります。 

 
安全上のご注意 必ずお守り下さい 

 

注意
 

本器または被試験装置の損傷を防ぐため、記載事項を守って下さい。 

 
禁止 

落下させたり、堅いものにぶつけないで下さい。 
製品の性能が保証されません。故障の原因になります。 

 
禁止 

本器の清掃には、薬品（シンナー、アセトン等）を使用しないで下さい。 
カバーの変色、変形を起こす原因となります。 

 
禁止 

保管は、５０℃以上の高温の所または、－１０℃以下の低温の所及び、多湿な所をさけて下さい。また

直射日光の当たる所もさけて下さい。 
故障の原因となります。 

 
強制 

接続ケーブルの取り外しは、コード自体を引っ張らずにロックを緩めてからコネクタ部を持って外して

下さい。 
コード自体を引っ張るとコードに傷がつき、誤動作、感電の原因となる場合があります。 

 
強制 

クランプＣＴを電線に設置するとき、先端のＣＴコアー部を無理にひねったり、衝激を加えたりすると

ＣＴコアーの勘合面が損傷して性能が変化し、使用不能となります。絶対にひねったり、落下させない

で下さい。 
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強制 

５００２電力アナライザＰＡ-６００本体電源のＡＣアダプタは、必ず専用の 5917ＡＣアダプタを使用し

てください。指定以外のＡＣアダプタを使用した場合には、本体内部が故障･損傷して使用不能となりま

す。 
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測定上のご注意 必ずご確認下さい 

 

注意
 

正確に測定するため、計測開始の前に記載事項をご確認下さい。 

 

 
注意 

本器の皮相電力、力率は測定された電圧（Ｖ），電流（Ｉ），有効電力（Ｐ）をもとに、仕様に記載して

ある演算式より求められています。動作原理の異なる測定器または演算式の異なる測定器とは測定表示値

に差が生じる場合があります。 

 

 
注意 

本器の積算値は、電力の測定値からソフトウェア上の演算によって求めています。応答速度、サンプリン

グレート等の異なる測定器とは積算値に差を生じる場合があります。 

 

 
注意 

本器は交流専用に設計されていますので、直流の重畳するラインの測定はできません。 

 

 
注意 

本器には周波数測定機能がありますが、入力波形が著しく歪んでいる場合には、正しい測定ができない

場合があります。 

 

 
注意 

外付けトランス（ＰＴ．ＣＴ）を使用する場合、それらの位相差が電力測定に大きな誤差を及ぼす可能性

があります。正確に測定をするためには、なるべく位相誤差の小さいＰＴ．ＣＴをご使用ください。 

 

 
注意 

ＰＴ．ＣＴ使用の場合は本器の倍率機能を用いて、測定値を直読することができます。 
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製品の開梱 

 
 
本器到着時の点検 

 
本器がお手元に届きましたら輸送中において異常または破損や紛失物がないか点検してからご使用ください。 
万一、損傷等の異常がある場合にはお手数ですが弊社最寄の支店・営業所またはお買い求めの取次店へご連絡ください。 
 

 
製品の開梱 

 
次の手順で開梱して下さい。 
手 順 作 業 
１ 梱包箱内の書類等を取り出して下さい。 
２ 製品を梱包箱から注意しながら取り出して下さい。 
３ 梱包箱内の全ての付属品を取り出し、標準装備の付属品が全て含まれているかどうか確認して下さい。  

 
 

免責事項について 
 

 

●本商品は、電圧、電流を出力、計測をする製品で、電気配線、電気機器、電気設備などの試験、測定器です。試験、測定に関わる専門的電気知識及

び技能を持たない作業者の誤った測定による感電事故、被測定物の破損などについては弊社では一切責任を負いかねます。 

本商品により測定、試験を行う作業者には、労働安全衛生法 第 6章 第 59 条、第 60 条及び第 60 条の 2に定められた安全衛生教育を実施してくだ

さい。 

●本商品は各種の電気配線、電気機器、電気設備などの試験、測定に使用するもので、電気配線、電気機器、電気設備などの特性を改善したり、劣化

を防止するものではありません。被試験物、被測定物に万一発生した破壊事故、人身事故、火災事故、災害事故、環境破壊事故などによる事故損害

については責任を負いかねます。 

●本商品の操作、測定における事故で発生した怪我、損害について弊社は一切責任を負いません。また、本商品の操作、測定による建物等への損傷に

ついても弊社は一切責任を負いません。 

●地震、雷（誘導雷サージを含む）及び弊社の責任以外の火災、第三者による行為、その他の事故、お客様の故意または過失、誤用その他異常な条件

下での使用により生じた損害に関して、弊社は一切責任を負いません。 

●本商品の使用または使用不能から生ずる付随的な損害（事業利益の損失、事業の中断など）に関して、弊社は一切責任を負いません。 

●保守点検の不備や、環境状況での動作未確認、取扱説明書の記載内容を守らない、もしくは記載のない条件での使用により生じた損害に関して、弊

社は一切責任を負いません。 

●弊社が関与しない接続機器、ソフトウエアとの組み合わせによる誤動作などから生じた損害に関して、弊社は一切責任を負いません。 

●本商品に関し、いかなる場合も弊社の費用負担は、本商品の価格内とします。 
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1.1 概 要 
 

５００２ 電力アナライザ ＰＡ－６００(以下ＰＡ－６００)は、電力管理に必要な電圧、電流、有効電力、力率測定ができ、

測定内容は内部メモリに保存することができます。 

測定データは、パソコン上で専用のアプリケーションソフトや、市販の表計算ソフトで簡単にデータ処理、管理ができます。 

又、電圧の取込みは、別売オプション品の非接触センサＰＳ－６０Ｇを使用することにより、従来の電力計ではできなかった

被覆電線の上からできるため、測定者の安全性を考慮した画期的な電力計です。 

 

1.2 特 徴 
 

 電圧・電流・有効電力・皮相電力・電力量・力率・周波数を計測表示 

 計測対象ラインは単相２線、単相３線、三相３線に対応 

 計測データ記憶容量は、最大連続２１０日間（３０分インターバル計測時） 

 電圧・電流は真の実効値で計測表示、電力を正確に演算表示 

 通信ソフトはＷｉｎｄｏｗｓ９５／９８／ＭＥ／２０００／ＸＰのＯＳに対応 

 通信ソフトにより計測・演算データを簡単な操作でファイル管理・帳票化・グラフ化・ＣＳＶ変換の優れた処理機能を装備 

 電圧計測機能では非接触センサ入力を装備し、充電露出部に触れることなく、安全に測定する機能を装備（オプション） 

 標準装備の４０Φ電流クランプに加え、８０Φ大口径電流クランプセンサにも対応（オプション） 
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1.3 用語の定義 
 

本書で用いる特殊な用語について説明します。 

 

本書で用いる用語 意 味 

クランプＣＴ 
電流検出用の分割形クランプセンサでクランプ口径４０φ（標準付属）と８０φ（オプショ

ン）の２種 

ＰＴ比 計器用ＰＴの１次と２次の変圧比 

ＣＴ比 計器用ＣＴの１次と２次の変流比 

非接触センサ 電線の浮遊容量を応用した非接触方式の電圧検出センサ 

ＲＳ－２３２Ｃ 本体とパソコン間のインターフェースでＥＩＡ標準規格 

コントラスト ＬＣＤ表示器の表示文字の濃度調整 

ＡＣ ＡＤＰ 本体電源に用いるＡＣアダプタ 

Ｔｏｕｃｈ 電路の測定電圧を直接入力して計測する方式 

Ｕｎ Ｔｏｕｃｈ 電路の測定電圧を非接触センサで間接的に検出する計測方式 

Ｍｅａｓｕｒｅ 現在の測定値を表示する時の操作モード 

Ｏｐｅｒａｔｅ Ｍｅｍｏｒｙ 本体にメモリされている計測データをパソコンに取り込みする時の操作モード 

Ｓｅｔ Ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ 測定条件を設定する時の操作モード 

Ｌｉｎｅ （Ｓｙｓｔｅｍ）      測定電路の種類を表示する操作モード 

Ｒａｎｇｅ                     電流測定レンジを設定する時の操作モード 

Ｓｅｔ Ｔｉｍｅｒ            測定開始と終了の時刻を設定する操作モード 

Ｄｉｓｐ Ｂｌｏｃｋ 本体にメモリされている計測データをブロック単位で呼び出し表示させる時の操作モード 

Ｃｌｅａｒ Ｂｌｏｃｋ 本体にメモリされている計測データをブロック単位で呼び出し消去する時の操作モード 

Ｅｍｐｔｙ Ｂｌｏｃｋ 計測データがメモリされていないブロックを示す表示モード 

Ｃｏｎｔｉｎｕｅ Ｂｌｏｃｋ 前ブロックの計測データの続きがメモリされているブロックを示す表示モード 

Ｃｌｅａｒ Ａｌｌ  Ｍｅｍｏｒｙ 本体にメモリされている計測データを全消去する時の操作モード 
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1.4 付属品 
 

1.4.1 標準付属品 
 

製品名 長 さ 本 数 

５９１９ 電圧コード（赤，白，黒） 約２.５ｍ 各１本 

５９１８ クランプセンサＣＴ４０Ｐ（Ｒ相，Ｔ相） 約２.５ｍ 各１本 

５９２０ 通信コード（ＲＳ－２３２Ｃ：Ｄ－ＳＵＢ９ピン） 約１.８ｍ １本 

５９１７ ＡＣアダプタ  １個 

５９２４ 通信ソフトＣＤ  １枚 

５９２１ 携帯ケース  １個 

本体取扱説明書  １部 

通信ソフト取扱説明書  １部 

保証書  １枚 
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1.5 各部の名称 
 

 

ＡＣ ＡＤＰ．

電源入力／充電入力
濃 淡

充電

電源

ON/OFF

設定

START/STOP
メニュー

ＩＲ ＩＴ

電流入力 MAX600A.AC

Ｒ Ｓ Ｔ

電圧入力 MAX300V.AC

非接触

電圧入力

ＲＳ-２３２Ｃ

コント ラスト

ＭＵＳＡＳＨＩ 5002 電力アナライザ ＰＡ－６００

⑤ ④ ② ③

⑥

⑦

①

⑪

⑧

⑩

⑨

１９０

１
４

０

⑫

４
２
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  1.5.1 各部の名称と機能説明 
 
 

① 電源スイッチ 

（電源） 

本器の電源をＯＮ・ＯＦＦします。 

ロギングモード測定（Ｐ.３７参照）でない時はオートパワーオフ機能が働きます。 

② 電圧入力端子 

（Ｒ.Ｓ.Ｔ） 

電圧を取込む端子です。Ｒに赤、Ｓに白、Ｔに黒のコードを差し込みます。 

単相２線の場合はＲとＳに接続します 

③ 電流入力端子 

 （ＩＲ．ＩＴ） 

付属のクランプセンサＣＴを接続します。単相の場合は、ＩＲ側にクランプセンサＣＴ

を接続（ＩＲ，ＩＴ）します。 

④ 非接触電圧入力コネクタ 電圧の入力を被覆線の上から行いたい時、このコネクタに５９２２非接触センサ（別売

りオプション）を接続します。 

⑤ ＲＳ－２３２Ｃコネクタ 

 （ＲＳ－２３２Ｃ） 

５９２０ 通信コードによりパソコンと接続するコネクタです。 

⑥ メニュースイッチ 

（メニュー） 

表示器を初期画面にするときのスイッチキーです。                   

⑦ 設定スイッチ 

（設  定） 

（START/STOP） 

設定された測定条件及び数値を内部メモリに入力（設定）するためのスイッチキーです。

又、ロギングモード時のスタート・ストップにも使用します。 

⑧      キー 表示器上のカーソルを移動したり、数値を設定するときのスイッチキーです。 

⑨ 表示器 ４行×２０文字の液晶モジュールで計測条件設定項目や測定データを表示します。 

⑩ コントラストツマミ 

 （コントラスト）          

表示器の表示濃さを調整するツマミです。 

文字や数値などが読み取り難い時に、このツマミで濃さを調整します。 

⑪ 充電ランプ 

 （充電） 

５９１７ ＡＣアダプタで内部の充電用電池に充電するときに点灯します。 

急速充電中は赤ランプになり、トリクル充電に変わると緑ランプとなります。 

⑫ ＡＣアダプタ用ジャック 

 （ＡＣ ＡＤＰ） 

本体用電源及び充電用電源として専用の５９１７ＡＣアダプタを接続するコネクタで

す。 

 
 

▲

▲

▲

▲
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1.6 製品仕様 
 

1.6.1 一般仕様 
 

使用電源 ＡＣアダプタ  １次入力電源 ＡＣ１００Ｖ（５０／６０Ｈｚ） 

消費電流  約３５ｍＡ 

内蔵電池   ニッケル水素電池 

電池寿命：内蔵電池満充電時連続で約５日間（但し、充放電回数により寿命が変ってきます） 

使用環境 －１０～６０℃、８０％ＲＨ以下  ただし結露しないこと 

保存環境 ０～５０℃、８０％ＲＨ以下（結露しないこと）   

電圧入力端子－ケース間 AC3700V １分間 カットオフ電流 10mA 耐電圧 

電源      －ケース間 AC1500V １分間 カットオフ電流 10mA 

絶縁抵抗 電圧入力端子－ケース間 

電源      －ケース間 

DC500V 100ＭΩ以上 

DC500V  50ＭΩ以上 

外形寸法 約 190(W)×42(D)×140(H) mm 

質 量 約１㎏（本体のみ） 

 

1.6.2 基本仕様 
 

確度保証条件 正弦波入力  力率＝１００％ 

温湿度範囲    ２３゜±３℃ ８０％ＲＨ以下 

基本周波数    ４５～６５Ｈｚ 

測定対象電路  単相２線 単相３線 三相３線 

測定項目   電圧、電流、皮相電力、有効電力、積算電力量、力率、周波数 

電圧 クリッブ直接入力取込 

非接触センサ（オプション：ＰＳ６０）による取込 

入力取込方法 

電流 クランプセンサによる取込み 
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表示器 ４行×２０文字 キャラクタＬＣＤ 

表示範囲 レンジの０.４％～１００％ （０.４％以下はゼロサプレス） 

有効測定範囲 レンジの１０％～１００％約 

表 示 

表示更新レート ２回／秒 

電圧測定範囲 ０～３００Ｖ（非接触センサの場合は電圧値をインプット） 

電流測定レンジ    １０.００Ａ／５０.００Ａ／１００.０Ａ／６００.０Ａオートレンジ 

ＡＣ／ＤＣ変換方式 真の実効値 

電圧 ±０.５％ｒｄｇ±０.３％Ｆ．Ｓ 測定確度 

電流  ±０.５％ｒｄｇ±０.３％Ｆ．Ｓ＋クランプセンサ確度 

電圧 ２以下（但し入力電圧ＡＣ２００.０Ｖ以下において） 

電圧・電流測定 

クレストファクタ 

電流 ２以下（フルスケール入力時） 但し６００Ａレンジは１.４１以下 

測定レンジ 電圧×電流レンジの組み合わせによる。（表１参照） 有効電力測定 

測定確度 ±０.５％ｒｄｇ±０.５％ Ｆ．Ｓ＋クランプセンサ確度（力率＝１のとき） 

測定レンジ 電圧×電流レンジの組み合わせによる。（表１参照） 皮相電力測定 

測定確度 各測定値からの計算値に対して±５ｄｇｔ 

測定範囲 ０.０００Ｗｈ～９９９９９９ＧＷｈ 

積算確度 有効電力測定確度±２ｄｇｔ 

タイマの確度 ±２００ｐｐｍ±１０秒（２５℃） 

積算電力量測定 

測定表示 有効電力量の加算値（１分間隔において）スタートからの積算時間 

測定範囲 １００％～０％ 

確度 真値に対して±２％ｒｄｇ＋クランプセンサ確度＋非接触センサ確度 

（位相±３０゜以内） 

力率測定 

極性表示       符号なし 

測定範囲 ４５～６５Ｈｚ 

測定ソース 電圧Ｒ相 

周波数測定 

確度        ±０.５％ｒｄｇ±１ｄｇｔ 

測定方法 ディジタルサンプリング方式 

実時間精度 ±２００ＰＰｍ±１０秒（２５℃） 
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  1.6.3 機能仕様 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

瞬時値表示 電圧、電流、有効電力、皮相電力、力率、周波数 通常測定モード 

関連設定内容 設定モード内容他 

積算表示 １分間隔での積算電力量 
スタートからの経過時間（ロギングスタートからの） 

積算開始方法 時刻指定／手動 ※時刻指定は西暦で年．月．日 時．分 

積算測定モード 

積算終了 時刻指定／手動 ※時刻指定は西暦で年．月．日 時．分 

測定インターバル １／５／１０／１５／３０／６０分から選択 

測定時刻、測定 記憶内容 

状態 
測定インターバル間の平均電圧／平均電流／平均有効電力／平均皮相電
力／平均力率／積算電力量 

スタート時刻 西暦で年．月．日．時．分 

ロギング測定モード   

ストップ時刻 西暦で年．月．日．時．分 

Ｌｉｎｅの設定    １Ｐ２Ｗ．１Ｐ３Ｗ．３Ｐ３Ｗから選択 

電流レンジの設定 １０／５０／１００／６００／ＡＵＴＯから選択 

電圧の設定 Ｔｏｕｃｈ／Ｕｎ Ｔｏｕｃｈから選択 

ＰＴの設定 １～９９９９ 

ＣＴの設定 １～９９９９ 

ＲＳ－２３２Ｃ キャラクタ長の設定 
パリティの設定 
ストップビットの設定 
ボーレートの設定 

設定モード 

 

 

 

実時間の設定 西暦による年．月．日．時．分 

メモリ状況の確認 西暦による年月日時分でスタート時刻を表示（０ブロック～６ブロック） 

メモリ内容の確認最 測定周波数、設定インターバル、結線状態、データ数を表示 

メモリ機能 

大記憶容量の目安 ３０分インターバルで約２１０日分 

オーバー表示 電圧はレンジの１０６％を越えた場合「ＯＶＥＲ」電流はレンジの１６０％
を越えた場合「ＯＶＥＲ」 

電池電圧低下表示 表示器右上に「Ｂ」マーク点滅 

警告機能 

ロギング動作表示 表示器右上に「Ｒ」マーク点滅 
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  1.6.4 測定レンジ構成表 
 
   ● 電圧、電流、電力（有効、皮相）のレンジ構成は以下の通りです。 

 

     表１ レンジ構成表 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

注１） レンジ構成表は各測定レンジのフルスケール表示値を示す。 
注２） 皮相電力は表における単位［Ｗ］を［ＶＡ］に置き換える。 

電 流 
電 圧 測定ライン 

１０.００Ａ ５０.００Ａ １００.０Ａ ６００.０Ａ 

単相２線（1P2W） ３.０００ＫＷ １５.００ＫＷ ３０.００ＫＷ １８０.０ＫＷ 

単相３線（1P3W） ６.０００ＫＷ ３０.００ＫＷ ６０.００ＫＷ ３６０.０ＫＷ ３００.０Ｖ 

三相３線（3P3W） ６.０００ＫＷ ３０.００ＫＷ ６０.００ＫＷ ３６０.０ＫＷ 
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  1.6.5 演算式 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注１）Σ：数列の和を表す。 

 

 

 

 

 

 

演算式 
測定ライン 

皮相電力（ＶＡ） 有効電力（Ｗ） 無効電力（ｖａｒ） 力率（ＰＦ） 

単相２線（1P2W） 
ＶＡ＝Ｖ×Ａ Ｗ 

 
（ＶＡ）２- Ｗ２ 

Ｗ 
ＶＡ 

単相３線（1P3W） 

ＶＡｉ＝Ｖｉ×Ａｉ 

ｉ＝１，３ 
 
ΣＶＡ＝ＶＡ１＋ＶＡ３ 

Ｗｉ 

ｉ＝１，３ 

 

 

 

ΣＷ＝Ｗ１＋Ｗ３ 

Ｖａｒｉ 

＝  (ＶＡｉ)２- Ｗｉ２ 

 

ｉ＝１，３ 

 

ΣＶａｒ 

＝Ｖａｒ１＋Ｖａｒ３ 

ＰＦｉ 
   Ｗｉ 

      ＶＡｉ 
 
ｉ＝１，３ 

 

ΣＰＦ 
   ΣＷ 

      ΣＶＡ 

三相３線（3P3W） 

ＶＡｉ＝Ｖｉ×Ａｉ 

ｉ＝１，３ 
 
ΣＶＡ 

３ 

２ 

Ｗｉ 

ｉ＝１，３ 

 

ΣＷ＝Ｗ１＋Ｗ３ 

Ｖａｒｉ 

＝  (ＶＡｉ)２ - Ｗｉ２ 

 

ｉ＝１，３ 

 

ΣＶａｒ 

＝Ｖａｒ１＋Ｖａｒ３ 

ＰＦｉ 
   Ｗｉ 

      ＶＡｉ 
 
ｉ＝１，３ 

 

ΣＰＦ 
   ΣＷ 

      ΣＶＡ 
＝

＝

＝

＝

＝
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  1.6.6 オプション仕様 
 

   ■５９１８ クランプセンサ（ＣＴ４０Ｐ）標準付属仕様 

 

定格一次電流 ＡＣ６００Ａ 

定格二次電流 ＡＣ３７５ｍＡ 

２３℃±３℃／４５～６５Ｈｚの条件に於いて 

二次電流振幅確度 ±１.０％ｒｄｇ±０.３％Ｆ・Ｓ 

確 度 

二次電流位相確度 ±２゜以内 

導体位置の影響 ０．５％以内 

最高使用回路電圧 ＡＣ ５００Ｖｒｍｓ（絶縁導体）   

最大許容入力 ＡＣ ８００Ａ（１０分間） 

耐電圧 ＡＣ３７００Ｖ １分間（コアーケース間１分間） 

測定可能導体径 φ４０ｍｍ ＭＡＸ 

コード長 約２．５ｍ 

外形寸法・質量 ７０（Ｗ）×１８０（Ｈ）×３０（Ｄ）ｍｍ，約１６０ｇ 
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  1.6.7 別売オプション仕様 
 

■５９２３ クランプセンサ（ＣＴ－８０Ｐ）別売りオプション仕様 
 

定格一次電流 ＡＣ１２００Ａ 

定格二次電流 ＡＣ７５０ｍＡ 

２３℃±３℃／４５～６５Ｈｚの条件に於いて 

二次電流振幅確度 ±１.０％ｒｄｇ±０.３％Ｆ・Ｓ 確 度 

二次電流位相確度 ±３゜以内 

導体位置の影響 ０.５％以内 

最高使用回路電圧 ＡＣ ５００Ｖｒｍｓ（絶縁導体）   

最大許容入力 ＡＣ １５００Ａ（１０分間） 

耐電圧 AC２０００V １分間（コアーケース間１分間） 

測定可能導体径 φ７４ｍｍ ＭＡＸ 

コード長 約２.５ｍ 

外形寸法・質量 １３８（Ｗ）×２２５（Ｈ）×３４（Ｄ）ｍｍ，約４８０ｇ 

 

 

■５９２２ 非接触センサ（ＰＳ－６０）別売りオプション仕様 
 

定格１次電圧 ＡＣ ３００Ｖ 

定格二次電流 ＡＣ７５０ｍＡ 

２３℃±３℃／４５～６５Ｈｚの条件に於いて 
確 度 

位相確度 ±５゜以内 

最大許容入力 ＡＣ ５００Ｖｒｍｓ 

耐電圧 AC２０００V １分間（コアーケース間１分間） 

使用可能導体径 φ３.５ ～ φ１７.５ｍｍ 

コード長 約２.３ｍ 
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第２章 
 

結 線 
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2.1  結線作業に関するご注意 
 

2.1.1  接続上の注意 
 

安全且つ正確に測定するため、以下の注意事項をご確認して結線を接続してください。 

 

 
注意 

● 直接電圧を取り込む場合、活線に電圧入力コードを接続しますので、感電や短絡事故のないように注意してください。 

● 電流入力には、絶対に電圧を印加しないでください。 

 

2.1.2  電圧・電流入力範囲の確認 
 

安全且つ正確に測定するため、以下の注意事項をご確認して結線を接続してください。 

 

 
注意 

● 直接入力できる電圧値は、ＡＣ ５０Ｖ～３００Ｖです。 

● この範囲を超える入力は、ＰＴの二次側電圧出力をご使用ください。 

● クランプＣＴによる電流入力値の範囲は、ＡＣ ０～６００Ａです。 

● この範囲を超える入力は、計器用ＣＴの二次側電流出力をご使用ください。 

 

2.1.3  非接触センサ（電圧コード）の取扱い 
 

安全且つ正確に測定するため、以下の注意事項をご確認して非接触電圧コードを使用してください。 

 

 
注意 

● 非接触電圧入力は、被覆線の静電容量を介して位相を取り出しています。 

● 非接触電圧センサのクリップを確実に被覆線にクリップしていない場合、ノイズにより測定値がふらつき指示値

が異常になります。 

● 被覆線自体が曲がっていたりすると、クリップしても確実に接触していませんので、なるべく直線の部分をクリ

ップしてください。 
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  2.1.4 ＰＴ比とＣＴ比設定の例 
 

 

● ＰＴ比設定の例 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 
● ＣＴ比設定の例 

 

 

 

 

 

 

 

※５９２７ クランプセンサＧＺ－８０Ｐ（オプション）を使用する時は、ＰＡ－６００のＣＴ比設定を［２］にして下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

測定回路電圧 使用ＰＴ二次電圧 使用ＰＴのＰＴ比 ＰＡ－６００のＰＴ比設定 

ＡＣ ５０Ｖ～３００Ｖ 未使用 ―― １ 

ＡＣ ３３００Ｖ ＡＣ １１０Ｖ ３０：１ ３０ 

ＡＣ ６６００Ｖ ＡＣ １１０Ｖ ６０：１ ６０ 

ＡＣ １１０００Ｖ ＡＣ １１０Ｖ １００：１ １００ 

ＡＣ ２２０００Ｖ ＡＣ １１０Ｖ ２００：１ ２００ 

測定回路電流 使用ＣＴ二次電流 使用ＣＴのＣＴ比 ＰＡ－６００のＣＴ比設定 

ＡＣ ０～６００Ａ 未使用 ―― １ 

ＡＣ １００Ａ ＡＣ ５Ａ ２０：１ ２０ 

ＡＣ ３００Ａ ＡＣ ５Ａ ６０：１ ６０ 

ＡＣ ５００Ａ ＡＣ ５Ａ １００：１ １００ 

ＡＣ １０００Ａ ＡＣ ５Ａ ２００：１ ２００ 
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2.2  結線回路方式の例 
 

2.2.1  結線回路方式に於ける注意 
 

 

 
注意 

● 結線回路方式は電圧要素の入力方法により、下記の２方式があります。計測開始前に結線回路方式をご確認して結

線例を参照ください。 

回路方式１．電圧要素の入力方法を電圧コードで直接入力する方式（Ｔouchで標示） 

回路方式２．電圧要素を非接触センサを用いて位相のみ検出し、電圧値を選択設定する方式（Ｕn Ｔouchで標示） 

 
 

 
注意 

 

● クランプＣＴの線路への取付方向は、ＣＴに表示された矢印［→］を負荷側に向けてクランプしてください。 

逆方向に向けてクランプした場合は、電力の測定値がマイナス表示されます。 

 

電源側

負荷側
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2.2.2  計測結線例（電圧要素を直接入力結線する回路例） 
 

結線図 

5002 電力アナライザ　ＰＡ－６００

負 

荷 

側

電 

源 

側

（１）
ＬＩＮＥ

（Ｎ）
ＥＡＲＴＨ

赤

白

Ｒ相用

ＡＣ
100Ｖ

ＡＣアダプタ Ｒ Ｓ

ＩＲ

はＣＴ矢印の方向※

 
 

図１ 単相２線式回路の結線例 

結線図 

5002 電力アナライザ　ＰＡ－６００

負 

荷 

側

電 

源 

側

Ｕ（１）

Ｖ（２）

赤 Ｒ相用

ＡＣ
100Ｖ

ＡＣアダプタ Ｒ Ｓ

ＩＲ

はＣＴ矢印の方向※

ＩＴ

Ｎ

Ｔ

白

黒 Ｔ相用

 
 

図２ 単相３線式回路の結線例 
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結線図 

5002 電力アナライザ　ＰＡ－６００

負 

荷 

側

電 

源 

側

赤 Ｒ相用

ＡＣ
100Ｖ

ＡＣアダプタ Ｒ Ｓ

ＩＲ

はＣＴ矢印の方向※

ＩＴ

Ｔ

Ｒ

Ｓ

Ｔ
白

黒 Ｔ相用

 
 

図３ ３相３線式回路の結線例 

結線図 

負 

荷 

側

電 

源 

側

赤
Ｒ
Ｓ

はＣＴ矢印の方向※

Ｔ

Ｒ

Ｓ

Ｔ

白
黒

Ｔ相用

50
0
2 電

力
ア

ナ
ラ

イ
ザ

　
Ｐ

Ａ
－

６
０

０

ＡＣ
100Ｖ

ＡＣアダプタ

計　　器　　類

Ｒ相用

ＩＲ

ＩＴ

ＣＴ

ＣＴ

ＰＴ

赤

 
 

図４ ＰＴ・ＣＴ二次側出力使用時の３相３線式回路結線例 
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2.2.3  計測結線例（電圧要素を非接触センサ（電圧コード）入力結線する回路例） 
 

結線図 

5002 電力アナライザ　ＰＡ－６００

負 

荷 

側

電 

源 

側

（１）

ＬＩＮＥ
（Ｎ）

ＥＡＲＴＨ

Ｒ相用

ＡＣ
100Ｖ

ＡＣアダプタ

白

ＩＲ

はＣＴ矢印の方向※

黒

赤

 
 

図１ 単相２線式回路の結線例 

結線図 

5002 電力アナライザ　ＰＡ－６００

負 

荷 

側

電 

源 

側

Ｕ（１）

Ｖ（２）

Ｒ相用

ＡＣアダプタ

ＩＲ

はＣＴ矢印の方向※

ＩＴ

Ｎ

Ｔ相用

白

黒

赤

ＡＣ
１００Ｖ

 
 

図２ 単相３線式回路の結線例 
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結線図 

5002 電力アナライザ　ＰＡ－６００
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白
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図３ ３相３線式回路の結線例 

結線図 
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図４ ＰＴ・ＣＴ二次側出力使用時の３相３線式回路結線例 
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第３章 
 

測定方法 
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3.1  測定の操作手順 
 

3.1.1  付属ソフトウェア［電力計コントローラー］のインストール 
 

ＮＯＴＥ：内蔵ニッケル・水素電池パックについて 

■本器は、内部にニッケル・水素タイプの電池パックを内蔵しています。以下に記載された内容に従い、正しくご使用ください。 

●本器を使用しない、または長期間使用しない場合には・・・・・・・・・ 

        ・ ６ケ月に一度は充電してください。長期間使用しなかった電池パックは、十分に充電できないことがあります。 

        ・ 乾燥した所に保管してください。 

        ・ 充電した電池パックでも、長期間使用しないと自己放電により電池電圧が消費されます。必ず充電してご使用ください。 

●寿命について 

・ 十分に充電しても使用時間が短いときは寿命状態となっています。新しい電池パックと交換してください。 

・ 交換に際しては、弊社までご連絡ください。 

  
手 順 操 作 

１ Ｗｉｎｄｏｗｓ９５／９８／ＭＥ／２０００／ＸＰを起動します。 

２ 付属のＣＤソフトをドライブに挿入します。 

３ ＣＤソフトを起動し、「ＳＥＴ ＵＰ」を実行します。 

４ 画面に従いパソコンを操作します。 

付属ソフトウェア 

インストール手順 

５ 
インストールが完了すると、スタートメニューのプログラムに電力コントローラーホルダーが
作成されて〔電力コントローラー〕のアイコンが登録されます。 
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3.1.2  ＰＡ－６００本体電池充電 
 

手 順 操 作 

１ 本体のＡＣ ＡＤＰコネクタに５９１７ ＡＣアダプタのプラグを差し込みます。 

２ ＡＣアダプタの入力をＡＣ１００Ｖコンセントに差し込みます。 

３ 本体の充電ランプが赤点灯し急速充電を開始します。 

本体電池充電手順 

４ 約４時間で充電が終了し、充電ランプが緑点灯にかわります。 

 
 

 

 
注意 

５９１７ ＡＣアダプタはＡＣ１００Ｖ以外の電圧入力は行わないでください。火災等が発生する恐れがあります。 

水滴が付着した状態または、濡れた手で電源プラグを触らないで下さい。感電する恐れがあります。 

付属の５９１７ ＡＣアダプタ以外は使用しないで下さい。本器を破損したり電気事故になります。 

 
 
3.1.3  測定条件設定 

 

手 順 操 作 

１ 本体の内蔵電池が充電完了していることを確認します。 

ＰＯＷＥＲＯＮ／ＯＦＦ スイッチキーを１回押すと、下記の初期（イニシャル）画面が表示
されます。   

 
 
 

ＰＯＷＥＲ ＭＥＴＥＲ 

 
Ｖｅｒ １.９３Ｊ

 

→ 

 

（ＴＯＰ ＭＥＮＵ） 

■ Ｍｅａｓｕｒｅ 

Ｏｐｅｒａｔｅ Ｍｅｍｏｒｙ 
Ｓｅｔ Ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ 

 

 
 

設定手順 

２ 

     （バージョン表示画面）            （初期画面） 
 

●バージョン画面表示から暫くして初期画面表示になります。 
●初期画面［■］はカーソルの初期時の位置です。 
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（ダウン）キーを２回押し、カーソルの位置を「 Set Configuration 」に設定します。 

 
 

（ＴＯＰ ＭＥＮＵ） 

 Ｍｅａｓｕｒｅ 

Ｏｐｅｒａｔｅ Ｍｅｍｏｒｙ 
■ Ｓｅｔ Ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ 

 
 

３ 

  
設定 START/STOP スイッチキーを１回押し、下記の測定条件の設定画面を表示します。 

（ダウン）キーを押し設定したい項目にカーソルを合わせ 設定 START/STOP スイッチキーを１
回押します。 

１ 測定電路／電流レンジ／電圧入力 
   の設定項目指定画面  

■ Ｌｉｎｅ（Ｓｙｓｔｅｍ）
｜ Ｒａｎｇｅ 
↓ Ｖ－Ｓｔａｔｅ 

１Ｐ２Ｗ 
１０Ａ 
Ｔｏｕｃｈ 

 

●設定項目別の設定方法は 次ページ以降を参照ください。 

（ダウン）キーを１回押すごとにカーソルが下に移動します。 

 
２ ＰＴ比／ＣＴ比／時間／測定間隔時間

の設定画面 
 

｜ ＰＴ 
｜ ＣＴ 
｜ Ｓｅｔ Ｔｉｍｅｒ 
↓ Ｉｎｔｅｒｖａｌ 

１ 

１ 
ＯＦＦ 
１ｍｉｎ 

 

 
 
 

 
 

３ 計測スタート／ストップ時間 
の設定画面 

｜ Ｓｔａｒｔ Ｔｉｍｅ（Ｌｏｇｉｎｇ） 
 2004/09/30 18:00 

↓ Ｓｔｏｐ Ｔｉｍｅ （Ｌｏｇｉｎｇ） 

   2004/10/10 09:30 

 

 
 

 
 

４ ＲＳ－２３２Ｃ／現在時刻の設定画面 

｜ ＲＳ２３２Ｃ（Ｓｙｓｔｅｍ） 
   8/NON/1/9600 

↓ ＮＯＷ Ｔｉｍｅ （Ｓｙｓｔｅｍ） 

     2004/09/30 17:25 

 

 

４ 

 

▲

▲

▲
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手順４の［ １ 測定電路／電流レンジ／電圧入力の設定項目指定画面］を呼び出し、測定する
電路の「Ｌｉｎｅ」の設定をします。 
カーソルを「Ｌｉｎｅ」の位置に合わせ 設定 START/STOP スイッチキーを押します。 

 
 

■ Ｌｉｎｅ（Ｓｙｓｔｅｍ）
｜ Ｒａｎｇｅ 
↓ Ｖ－Ｓｔａｔｅ 

１Ｐ２Ｗ 
１０Ａ 
Ｔｏｕｃｈ 

 
 

 

キーと  キーを使って、設定したいラインにカーソルを合わせ 設定 START/STOP スイッチキーを 

押します。 
 
 

■ １Ｐ２Ｗ 

１Ｐ３Ｗ 

３Ｐ３Ｗ 

 

 
 

 

 

 

 

 

５ 

 
手順５の［ １ 測定電路／電流レンジ／電圧入力の設定項目指定画面］を呼び出し、測定する
電路の「Ｒａｎｇｅ」の設定をします。 
カーソルを「Ｒａｎｇｅ」の位置に合わせ 設定 START/STOP スイッチキーを押します。 
 
キーと  キーを使って、設定したいラインにカーソルを合わせ 設定 START/STOP スイッチキーを

押します。 
 

 
 
 

■  ５０Ａ 

ＡＵＴＯ   １００Ａ 

１０Ａ    ６００Ａ 

 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

６ 

ＮＯＴＥ：各レンジにより、測定分解能について 
■ 各レンジにより、測定分解能が異なります。測定するラインの電流値が判明している場合は、

電流値に適したレンジに設定します。 
■ 電流値が不明な場合、負荷変動の大きい場合はＡＵＴＯレンジに設定すると、測定電流

値に従い、自動的にレンジが切り換わります。 

  

▲

▲
▲

▲
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手順６の［ １ 測定電路／電流レンジ／電圧入力の設定項目指定画面］を呼び出し、測定する
電路の電圧要素の入力方法「Ｖ－Ｓｔａｔｅ」の設定をします。 
カーソルを「Ｖ－Ｓｔａｔｅ」の位置に合わせ 設定 START/STOP スイッチキーを押します。 
 
キーと  キーを使って、設定したい電圧要素の入力方法にカーソルを合わせ 設定START/STOP ス

イッチキーを押します。 
                                 直接入力 
             非接触センサ入力 
      非接触センサ入力時の設定電圧 

■ Ｔｏｕｃｈ 

Ｕｎ Ｔｏｕｃｈ 
１００．０Ｖ 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

７ 

ＮＯＴＥ：非接触センサ入力時の電圧設定方法について 
■ 非接触センサ入力「Ｕｎ Ｔｏｕｃｈ」を選択した時は 設定 START/STOP スイッチキーを押す

ことで、電圧レベルを設定します。（ライン電圧） 
■ １桁ずつ  キーと  キーを使って合わせ、 キーで桁を換えます。 
■ 全て設定して 設定 START/STOP スイッチキーを押します。 

ＰＴ（計器用変圧器）とＣＴ（計器用変流器）による計測の場合は、次の設定を行います 
１８ページの「2.1.4 ＰＴ比とＣＴ比設定の例」を参考にしてください。 
 
手順７の［ １ 測定電路／電流レンジ／電圧入力の設定項目指定画面］を呼び出し、［２ Ｐ
Ｔ比／ＣＴ比／時間／測定間隔時間の設定画面］を表示させ、「ＰＴ比」の設定をします。 

●カーソルを「ＰＴ」の位置に合わせ 設定 START/STOP スイッチキーを押します。 
 

 

 
 

■ ＰＴ 
｜ ＣＴ 
｜ Ｓｅｔ Ｔｉｍｅｒ 
↓ Ｉｎｔｅｒｖａｌ 

１ 

１ 
ＯＦＦ 
１ｍｉｎ 

 

 

 
 

４桁設定になっていますので１桁ずつ合わせます。 

１桁目を  キーと  キーを使って合わせ、 キーで桁を換えます。 
設定が終ったら 設定 START/STOP スイッチキーを押します。 

 

８ 

  ■ＣＴ比の設定 
●カーソルを「ＣＴ」の位置に合わせ 設定 START/STOP スイッチキーを押します。 
●ＰＴ比設定と同様に設定します。 

  

▲

▲

▲

▲ ▲

▲

▲ ▲
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手順８の［２ ＰＴ比／ＣＴ比／時間／測定間隔時間の設定画面］を呼び出し、「Ｓｅｔ Ｔｉ
ｍｅｒ」の設定をします。 
カーソルを「Ｓｅｔ Ｔｉｍｅｒ」の位置に合わせ、設定 START/STOP スイッチキーを押します。 
 

 
 

｜ ＰＴ 
｜ ＣＴ 
■ Ｓｅｔ Ｔｉｍｅｒ 
↓ Ｉｎｔｅｒｖａｌ 

１ 

１ 
ＯＮ 
１ｍｉｎ 

 
 

 
●ロギングモードをタイマーで行なう時は  キーと  キーを使って「ＯＮ」に合わせ   
設定 START/STOP スイッチキーを押します。 

●ロギングモードをタイマーで行なわない時は  キーと  キーを使って「ＯＦＦ」に合わ
せ  設定 START/STOP スイッチキーを押します。 

９ 

ＮＯＴＥ： 
■ ロギングモードは、タイマーセットを行っていた場合でも、手動による計測スタート／

ストップ動作の方が優先されます。 

手順９の［２ ＰＴ比／ＣＴ比／時間／時間の設定画面］を呼び出し、「Ｉｎｔｅｒｖａｌ」の
設定をします。 
カーソルを「Ｉｎｔｅｒｖａｌ」の位置に合わせ、設定 START/STOP スイッチキーを押します。 

●ロギングモードのデータ取込時間間隔を設定します。 
 

 
 
 

｜ ＰＴ 
｜ ＣＴ 
｜ Ｓｅｔ Ｔｉｍｅｒ 
■ Ｉｎｔｅｒｖａｌ 

１ 

１ 
ＯＮ 
１ｍｉｎ 

 

 
 

●  キーと  キー  キーを使って、設定したいイーターバル（測定間隔）時間に合わ
せ設定 START/STOP スイッチキーを押します。 

 

 
 

■ １ｍｉｎ  １５ｍｉｎ 

５ｍｉｎ  ３０ｍｉｎ 

１０ｍｉｎ  ６０ｍｉｎ 

 
 

 

１０ 

 

   

▲

▲

▲

▲

▲

▲ ▲
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手順７の［ １ 測定電路／電流レンジ／電圧入力の設定項目指定画面］を呼び出し、［３ 計
測スタート／ストップ時間の設定画面］を表示させ、「Ｓｔａｒｔ Ｔｉｍｅ(Loging)」と「Ｓ
ｔｏｐ Ｔｉｍｅ(Loging)」の設定をします。 
カーソルを「Ｓｔａｒｔ Ｔｉｍｅ」または「Ｓｔｏｐ Ｔｉｍｅ」位置に合わせ 設定 START/STOP 
スイッチキーを押します。 

●ロギングモードのデータ取込時間間隔を設定します。 

 
 

■ Ｓｔａｒｔ Ｔｉｍｅ（Ｌｏｇｉｎｇ） 
   2004/09/30 18:00 

↓ Ｓｔｏｐ Ｔｉｍｅ （Ｌｏｇｉｎｇ） 

     2004/10/10 09:30 

 
 

１１ 

●「西暦」から順に  キーと  キーを使って数値を合わせ、 キーでカーソルを横移動
し順次、数値を設定します。 

●「分」数値を設定後に 設定START/STOP スイッチキーを押します。 

手順７の［ １ 測定電路／電流レンジ／電圧入力の設定項目指定画面］を呼び出し、［４ Ｒ
Ｓ－２３２Ｃ／現在時刻の設定画面］を表示させ、「ＲＳ ２３２Ｃ(System)」の設定をします。 
カーソルを「ＲＳ ２３２Ｃ(System)」位置に合わせ 設定 START/STOP スイッチキーを押します。 

●通信条件を設定します。 
 
 
 

■ ＲＳ２３２Ｃ（Ｓｙｓｔｅｍ） 
   8/NON/1/9600 

↓ ＮＯＷ Ｔｉｍｅ （Ｓｙｓｔｅｍ） 

     2004/09/30 17:25 

 

 
 

 

●キャラクタ長から順に  キー  キーで設定し、  キーで下の「行」に移ります。 
●各キャラクタを設定後に 設定START/STOP スイッチキーを押します。 

          キャラクタ長の設定 
           パリティの設定 

ストップピットの設定 
          ボーレートの設定 

（Ｃｈａｒ） ８ｂｉｔ／７ｂｉｔ 
（Ｐａｒｉ）  ＯＤＤ／ＥＶＥＮ／ＮＯＮ 
（Ｓｔｏｐ）  １ｂｉｔ／２ｂｉｔ 
（Ｂｐｓ）    ４８／９６／１９２／３８４ 

 
 

 

 

１２ 

ＮＯＴＥ： 
■この設定は、ロギングデータをパソコン側にダウンロードする時とか、パソコン側から本
器を制御する時、付属ソフトウェア 電力計コントローラーのシステム設定の通信条件と
合わせます。 

   

▲

▲ ▲

▲

▲ ▲



8501-725ST017 

34 

   

手順１２の［４ ＲＳ－２３２Ｃ／現在時刻の設定画面］を表示させ、「Ｎｏｗ Ｔｉｍｅ
(System)」の設定をします。 
カーソルを「Ｎｏｗ Ｔｉｍｅ(System)」位置に合わせ 設定 START/STOP スイッチキーを押しま
す。 

●現在の時刻を設定します。 

 

 

 ＲＳ２３２Ｃ（Ｓｙｓｔｅｍ） 
８／ＮＯＮ／ １ ／９６００ 

■ ＮＯＷ Ｔｉｍｅ （Ｓｙｓｔｅｍ） 

      2004/09/30  17:25 

 

 

●「西暦」から順に  キーと  キーを使って数値を合わせ、  キーでカーソルを横移

動し順次、数値を設定します。 

●「分」数値を設定後に時報に合わせて 設定START/STOP スイッチキーを押します。 

１３ 

ＮＯＴＥ： 

■ 時計は３０秒に１回、リアルタイムクロックのデータを見ているため、設定状態にして

いた場合は「分」が更新されない時があります。 

１４ 全ての設定が終了しましたら画面を初期画面に戻します。 

  メニュー  スイッチキーを押すと、表示器に「 Ｗａｉｔ（Save）！ 」を表示し、設定条件をメモ

リにインプットします。 

●以上の操作で設定完了です。 

 

１５ 
ＮＯＴＥ： 

■  メニュー  スイッチキーを押さないで、 電源  スイッチキーを押して、電源をＯＦＦにし

た場合、設定したものが解除されて前の状態に戻ります。 

 

 

 

 

 

 

▲

▲ ▲
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▲

 

3.1.4  瞬時値測定 
 

瞬時値を測定する場合の操作を説明します。 

手 順 操 作 

１ 本体の内蔵電池が充電完了していることを確認します。 

ＰＯＷＥＲＯＮ／ＯＦＦ スイッチキーを１回押すと、下記の初期（イニシャル）画面が表示
されます。バージョン画面表示から暫くして初期画面表示になります。   

 
 
 

ＰＯＷＥＲ ＭＥＴＥＲ 

 
Ｖｅｒ １.９３Ｊ

 

→ 

 

（ＴＯＰ ＭＥＮＵ） 

■ Ｍｅａｓｕｒｅ 

Ｏｐｅｒａｔｅ Ｍｅｍｏｒｙ 
Ｓｅｔ Ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ 

 

 
 

２ 

     （バージョン表示画面）            （初期画面） 

初期画面表示、カーソルの位置を［Ｍｅａｓｕｒｅ］に合わせ 設定 START/STOP スイッチキーを 

押します。 （ＴＯＰ ＭＥＮＵ） 

■ Ｍｅａｓｕｒｅ 

Ｏｐｅｒａｔｅ Ｍｅｍｏｒｙ 
 Ｓｅｔ Ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ 

 
 

３ 

 

測定電路（Ｌｉｎｅ）により、次の測定画面が表示器に表示されます。 
［単相２線の画面表示］       ［単相３線・３相３線の画面表示］ 

 

ｆ   00.0 Ｈｚ     09/30 18:09 
Ｖｒ  0.0 Ｖ   Ｉｒ 0.00 Ａ 
Ｐ   0.000 Ｗ  ＰＦ       ％ 
Ｓ  0.000 ＶＡ         

 

ｆ  00.0 Ｈｚ  09/30 18:09 
Ｖｒ 0.0 Ｖ   Ｉｒ 0.00 Ａ 
Ｖｔ 0.0 Ｖ   Ｉｔ 0.00 Ａ 
Ｐ   0.000 Ｗ  ＰＦ     ％ 

 

 
                     キー押すと下画面になる 

 

 

 

 

Ｐ    0.000 Ｗ     ＰＦ   ％ 

Ｓ   0.000 ＶＡ 

0.000 ｗｈ 
000 ｄ 00ｈ 00 ｍ 

 

Ｐ    0.000 Ｗ     ＰＦ   ％ 

Ｓ   0.000 ＶＡ 

0.000 ｗｈ 

000 ｄ 00ｈ 00 ｍ 

 

計測手順 

（瞬時値測定） 

４ 
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ＮＯＴＥ：瞬時値測定表示記号の説明 

  ｆ＝周波数    Ｐ＝有効電力   Ｖｒ＝電圧値（Ｒ相）  Ｖｔ＝電圧値（Ｔ相） 

  Ｓ＝皮相電力  ＰＦ＝力率     Ｉｒ＝電流値（Ｒ相）  Ｉｔ＝電流値（Ｔ相） 

  ０９／３０  １８：０９＝現在時刻     ０００ ｄ ００ｈ  ００ｍ＝積算時間 

５ 
設定条件に合わせて電圧コード、クランプＣＴを本器に接続します。 

     ●結線の方法は（Ｐ.）「結線方法」を参照し、被測定回路に接続します。 

測定電流の瞬時値画面を見ながら、最適な電流レンジに設定します。 

     ●負荷の変動が大きい場合は、電流レンジを［ＡＵＴＯ］レンジに設定にしてください。 

 

６ 

ＮＯＴＥ：瞬時値測定時の注意事項 
■ 電流の表示値は、電圧と同期をとっている関係上、電流単独での表示はできません。電流の

表示値を見る場合でも電圧の入力を行ってください。 
■ 電力（Ｐ）の表示で－（マイナス）表示が出た場合、電圧か電流の結線が違っています。結

線状態を再確認してください。 
■ 想定した力率より大幅に表示値が違っている場合、Ｌｉｎｅの設定等または結線を再確認し

てください。 
■ 非接触モードで測定する場合は、ノイズの影響を受けないよう被覆線に確実にクリップして

ください。 
■ 結線等を行う場合は、2.1 結線作業に関するご注意（P.17）をよくお読みになり安全に作業

を行ってください。 
■ 表示画面右上に「Ｂ」マークが点滅した場合は、内蔵電池が消耗しています。速やかにＡＣ

アダプタで充電を行ってください。充電しながらでも本器は使用できます。 
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 3.1.5  ロギングモード測定 
 

ロギングモードでデータ計測時間間隔（インターバル）を設定して測定する場合の操作をマニュ操作とタ

イマー予約操作に区分して説明します。 

手 順 操 作 

Ⅰ．マニュアル操作による測定 

１ 3.1.4 瞬時値測定の手順１～３（P.35）により瞬時値測定画面を表示させます。 

測定電路（Ｌｉｎｅ）により、次の測定画面が表示器に表示されます。 
 
                     ［単相３線・３相３線の画面表示］ 

 
 
 

ｆ  50.1 Ｈｚ  09/30  15:30  
Ｖｒ 201.5 Ｖ   Ｉｒ 30.0 Ａ 
Ｖｔ 200.9 Ｖ   Ｉｔ 29.5 Ａ 
Ｐ   8.978 kＷ   ＰＦ  86.6 ％ 

 
 
 

２ 

 
手順２の瞬時値画面に異常がないことを確認して、測定データを設定インターバル時間毎に内
部メモリに取り込みます。 

●瞬時値画面の状態で 設定START／STOP スイッチキーを押すと、ロギングを開始します。 
●画面右上にＲが点滅し、ロギングモードを開始したことを表示します。 

●Ｒが点滅すると同時に電力の積算を開
始します。 

●積算は１分刻みで行います。 
 

ｆ  50.1 Ｈｚ  09/30  15:30 Ｒ 
Ｖｒ 201.5 Ｖ   Ｉｒ 30.0 Ａ 
Ｖｔ 200.9 Ｖ   Ｉｔ 29.5 Ａ 
Ｐ   8.978 kＷ   ＰＦ  86.6 ％ 

 

 

キー押すと下画面 

 

            積算電力量 

スタートからの経過時間 

Ｐ    8.978 kＷ     ＰＦ  86.6 ％ 
Ｓ   10.37 kＶＡ 

8.978 kｗｈ 
000 ｄ 00ｈ 00 ｍ 

 

 

 
 

測定手順 

（ロギングモード測定） 

３ 

 
   

▲



8501-725ST017 

38 

   

ロギングモードを停止したい時は 設定START／STOP スイッチキーを押すと、ロギングを終了します。 
● 面右上にＲが消灯し、ロギングモードを停止したことを表示 

４ 

ＮＯＴＥ：手動操作によるロギングモード測定時の注意事項 
■ 一回の測定で、１つの内部メモリは、０～６の７個のブロックに分割され、０ブロックから順

番に使用されます。 
■ 一回の測定で、１つのブロックの容量を使い切った場合は、自動的に次のブロックへ 

続けてデータを記録します。 
■ ブロックの容量を使い切らなくても、次の測定では、次のブロックを使用します。 
■ メモリブロック０～６が全部使われている場合設定スイッチ⑦押しても、表示器に［Ｍ

ｅｍｏｒｙ Ｏｖｅｒ！Ｃｌｅａｒ Ｂｌｏｃｋ］を表示し、ロギングモードをスタート
しません。この場合はメモリブロックを消去して、再度測定を開始してください。 

■ メモリブロックの消去は、4.1.2測定データメモリ（保存）の消去（P.45）を参照して下さ
い。 

■ 内蔵電池が消耗している場合、測定が途中で終了してしまいます。 
ロギングモードを行う場合は必らず５９１７ ＡＣアダプタをご使用下さい。 

Ⅱ．タイマー予約操作による測定 

１ 
本体の ＡＣ ＡＤＰ．電源入力／充電入力 ジャックに５９１７ ＡＣアダプタを接続して電源
を入力します。 

ＰＯＷＥＲＯＮ／ＯＦＦ スイッチキーを１回押すと、下記の初期（イニシャル）画面が表示さ
れます。バージョン画面表示から暫くして初期画面表示になります。 

● ［Ｔｏｐ Ｍｅｎｕ］画面から、［Ｓｅｔ Ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ（測定条件設
定）］を  キーで選択して設定START／STOPスイッチキーを押します。 

 
ＰＯＷＥＲ ＭＥＴＥＲ 
 

Ｖｅｒ １．９３Ｊ 

 
 

（ＴＯＰ ＭＥＮＵ） 
 Ｍｅａｓｕｒｅ 
Ｏｐｅｒａｔｅ Ｍｅｍｏｒｙ 

■ Ｓｅｔ Ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ 

 

 

２ 

 

   

▲
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キーで［SET Timer（時間設定）］を選択して 設定START／STOP スイッチキーを押します。 

●Ｓｅｔ ＴｉｍｅｒをＯＮにします。
 
 

｜ ＰＴ 
｜ ＣＴ 
■ Ｓｅｔ Ｔｉｍｅｒ 
↓ Ｉｎｔｅｒｖａｌ 

１ 
１ 
ＯＮ 
１ｍｉｎ 

 

3.1.3 測定条件設定（P.33）の手順 11 の設定方法で計測スタート時間とストップ時間を設定 
します。 

●Ｓｔａｒｔ Ｔｉｍｅを設定します。 
●Ｓｔｏｐ Ｔｉｍｅを設定します。 

■ Ｓｔａｒｔ Ｔｉｍｅ（Ｌｏｇｉｎｇ） 
    2004/09/30  18:00 

↓ Ｓｔｏｐ Ｔｉｍｅ （Ｌｏｇｉｎｇ） 
      2004/10/10  09:30 

 
 
 
 

３ 

 

４ 表示をマニュアル操作手順１～３の瞬時値測定画面にします。 

瞬時値測定画面の状態で電源をＯＮのままにしておきます。 
●Ｓｔａｒｔ ＴｉｍｅになるとＲが点滅し、ロギングモードを開始します。 
●Ｓｔｏｐ ＴｉｍｅになるとＲが消灯し、ロギングモードを終了します。    

 

５ 

ＮＯＴＥ：タイマー予約によるロギングモード測定時の注意事項 
■ タイマー予約によりロギングモードを行うときは、必ず本器に５９１７ ＡＣアダプタをセット

して下さい。セットしない場合は、本器のオートパワーオフが働き、電源がＯＦＦになり、
予約スタートできません。 

■ 予約スタートを行う前に、メモリブロックの使用状態を確認して下さい。メモリブロックが
全部使用されている場合、スタートをしません。 

■ タイマー予約を行っても、手動動作が優先されます。 
■ タイマー予約の場合、ストップ時刻の設定には注意してください。 
■ ストップ時刻の設定は、取り込み終了したい時刻の〔インターバル（測定間隔時間）×

２またはインターバル（測定間隔時間）×３〕の時間後にストップ時刻を設定して下さ
い。 
《 例 》５分インターバルで１８：００までのデータを取り込みたい場合、ストップ時

刻は１８：１０または１８：１５に設定する。  

 

 

 

▲
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測定データ処理 
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4.1  測定データメモリ（保存）処理操作手順 
 

4.1.1  測定データメモリ（保存）の確認 
 

ロギングモードでデータ計測時間間隔（インターバル）メモリされたデータの確認操作について説明します。 

 
手 順 操 作 

１ 本体の内蔵電池が充電完了していることを確認します。 

ＰＯＷＥＲＯＮ／ＯＦＦ スイッチキーを１回押し、初期（イニシャル）画面を表示します。 

 
 
 

ＰＯＷＥＲ ＭＥＴＥＲ 

 
Ｖｅｒ １.９３Ｊ 

 

→

 

（ＴＯＰ ＭＥＮＵ） 
■ Ｍｅａｓｕｒｅ 

Ｏｐｅｒａｔｅ Ｍｅｍｏｒｙ 
Ｓｅｔ Ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ 

 

 
 

２ 

 

（ダウン）キーを１回押し、カーソルを［Ｏｐｅｒａｔｅ Ｍｅｍｏｒｙ］の位置にし 

設定 START/STOP スイッチキーを１回押します。 

 
 

（ＴＯＰ ＭＥＮＵ） 
 Ｍｅａｓｕｒｅ 

■ Ｏｐｅｒａｔｅ Ｍｅｍｏｒｙ 
  Ｓｅｔ Ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ 

 
 

３ 

 

カーソルを［Ｄｉｓｐ Ｂｌｏｃｋ］の位置にして 設定 START/STOP スイッチキーを１回押します。 

  

（Ｍｅｍｏｒｙ） 
■ Ｄｉｓｐ Ｂｌｏｃｋ 

Ｃｌｅａｒ Ｂｌｏｃｋ 
Ｃｌｅａｒ Ａｌｌ Ｍｅｍｏｒｙ 

 

確認手順 

４ 

 

   

▲



8501-725ST017 

44 

   

現在使われているメモリブロック情報が画面に表示されます。 
●メモリブロックは７ブロックに分割され
ていて、使われていないブロックはＥｍｐ
ｔｙ Ｂｌｏｃｋになっています。 

  （ Ｂｌｏｃｋ） 
■ ０＞２００４／０９／２７ ２１：３５ 
｜ １＞２００４／０９／２８  １７：２０ 
｜ ２＞２００４／０９／２９  ２１：１０ 

 
 
 
 

 

キー押すと前画面から下画面を表示します。 

 
 

■ ３＞２００４／０９／３０  ０８：５２ 
｜ ４＞Ｅｍｐｔｙ Ｂｌｏｃｋ 
｜ ５＞Ｅｍｐｔｙ Ｂｌｏｃｋ 
｜ ６＞Ｅｍｐｔｙ Ｂｌｏｃｋ 

 
 
 

５ 

 

１つのメモリブロックの内部情報を確認したい場合は、カーソルを見たいメモリブロックの位置
にして 設定START/STOP スイッチキーを押します。次の画面が表示されます。 
 
 ブロック№ 
測定周波数 
結線状態 

（Ｂｌｏｃｋ） 
３）２００４／０９／３０ ０８：５２  
５０．０Ｈｚ     Ｉｎｔｖ：３０ｍｉｎ 

Ｌｉｎｅ：１Ｐ３Ｗ  Ｓｉｚｅ：      ６ 

   
スタート時刻 

  設定インターバル 
データ数 

６ 

 

データ数が１メモリブロックを越えているときは次の画面となり［Ｃｏｎｔｉｎｕｅ Ｂｌｏｃ
ｋ］で表示されます。 

 
 
 

３）２００４／０９／３０  ０８：５２ 
４）２００４／１０／０２    １６：１０ 
５）Ｃｏｎｔｉｎｕｅ Ｂｌｏｃｋ    
６）Ｅｍｐｔｙ Ｂｌｏｃｋ 

５ブロックには４ブロ
ックの続きのデータが
メモリされている 

７ 

 

初期画面に戻す場合は メニュー スイッチキーを２～３回押していきます。 

 

８ 
 

ＮＯＴＥ：測定データメモリ確認時の注意事項 
■ １つのブロックに入るデータ数は、１Ｐ２Ｗで４０９５個、１Ｐ３Ｗ／３Ｐ３Ｗで２７３０個で

す。    １５分インタ ーバル（１時間のデータ数＝４）でロギングした時、１Ｐ２Ｗで
約４０日、１Ｐ３Ｗ／３Ｐ３Ｗで約２８日です。これを目安にメモリの管理をしてください。 

■ 測定データの値につきましては、パソコンでデータを吸い上げ、パソコン側で確認して下さ
い。4.2パソコンへの測定データ保存操作手順（P.48）を参照して下さい。 

■ ロギング中に正常な終了をしなかった場合（電源をＯＦＦまたは、内蔵電池が消耗した時
等）Ｂｌｏｃｋの中のＳｉｚｅがＥｒｒｏｒとなります。この場合でも、メモリされたデ
ータは壊れません。 

▲
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4.1.2  測定データメモリ（保存）の消去 

 

ロギングモードでデータ計測時間間隔（インターバル）メモリされたデータの消去操作について説明します。 

 

手 順 操 作 

１ 本体の内蔵電池が充電完了していることを確認します。 

ＰＯＷＥＲＯＮ／ＯＦＦ スイッチキーを１回押し、初期（イニシャル）画面を表示します。 

 
 
 

ＰＯＷＥＲ ＭＥＴＥＲ 
 

Ｖｅｒ １.９３Ｊ 

 
→ 
 

（ＴＯＰ ＭＥＮＵ） 
■ Ｍｅａｓｕｒｅ 

Ｏｐｅｒａｔｅ Ｍｅｍｏｒｙ 
Ｓｅｔ Ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ 

 
 
 

２ 

 

（ダウン）キーを１回押し、カーソルを［Ｏｐｅｒａｔｅ Ｍｅｍｏｒｙ］の位置にし 

設定 START/STOP スイッチキーを１回押します。 

 
 

（ＴＯＰ ＭＥＮＵ） 
 Ｍｅａｓｕｒｅ 

■ Ｏｐｅｒａｔｅ Ｍｅｍｏｒｙ 
  Ｓｅｔ Ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ 

 
 

３ 

 

カーソルを［Ｃｌｅａｒ Ｂｌｏｃｋ］の位置にして 設定 START/STOP スイッチキーを１回押します。 

  

（Ｍｅｍｏｒｙ） 
■ Ｄｉｓｐ Ｂｌｏｃｋ 

Ｃｌｅａｒ Ｂｌｏｃｋ 
Ｃｌｅａｒ Ａｌｌ Ｍｅｍｏｒｙ 

 ４ 

 

確認手順 

  

▲
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現在使われているメモリブロック情報が画面に表示されます。 

 

 

 

  （ Ｂｌｏｃｋ） 

■ ０＞２００４／０９／２７ ２１：３５ 

｜ １＞２００４／０９／２８  １７：２０ 

｜ ２＞２００４／０９／２９  ２１：１０ 

 

 

 

 

 

 

キー押すと前画面から下画面を表示します。 

消去する場合は、カーソルを対象メモリブロッ

ク 
の位置にして  設定START/STOP スイッチキー
を押します。 

■ ３＞２００４／０９／３０  ０８：５２ 

｜ ４＞Ｅｍｐｔｙ Ｂｌｏｃｋ 

｜ ５＞Ｅｍｐｔｙ Ｂｌｏｃｋ 

｜ ６＞Ｅｍｐｔｙ Ｂｌｏｃｋ 

 

 

 

 

５ 

 

カーソルの位置をＹＥＳにして 設定 START/STOP スイッチキーを押します。 

 

 

 

 

Ｂｌｏｃｋ Ｃｌｅａｒ ？ 

                             ＮＯ 

                         ■  ＹＥＳ 

 

 

 

 

ＮＯＴＥ：測定データメモリ消去時の注意事項 

■ 例：Ｂｌｏｃｋ１を消去した場合、次のようにブロックデータナンバーが移動します。 

（ Ｂｌｏｃｋ） 

  ０＞２００４／０９／２７ ２１：３５ 

  １＞２００４／０９／２８  ２１：１０ 

２＞２００４／０９／３０  ０８：５２ 

 

 

下画面 

 

● ０ブロックはそのまま 

● １ブロックは消去 

● ２ブロックは１ブロックに移る 

● ３ブロックは２ブロックに移る 

● ３ブロックはＥｍｐｔｙなる ３＞Ｅｍｐｔｙ Ｂｌｏｃｋ 

  ４＞Ｅｍｐｔｙ Ｂｌｏｃｋ 

  ５＞Ｅｍｐｔｙ Ｂｌｏｃｋ 

６＞Ｅｍｐｔｙ Ｂｌｏｃｋ 

 

 

６ 

 

▲
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4.1.3  測定データメモリ（保存）の全消去 
 

ロギングモードでデータ計測時間間隔（インターバル）メモリされたデータの消去操作について説明します。 

 

手 順 操 作 

１ 本体の内蔵電池が充電完了していることを確認します。 

ＰＯＷＥＲＯＮ／ＯＦＦ スイッチキーを１回押し、初期（イニシャル）画面を表示します。 

 
 
 

ＰＯＷＥＲ ＭＥＴＥＲ 
 

Ｖｅｒ １.９３Ｊ 

 
→ 
 

（ＴＯＰ ＭＥＮＵ） 
■ Ｍｅａｓｕｒｅ 

Ｏｐｅｒａｔｅ Ｍｅｍｏｒｙ 
Ｓｅｔ Ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ 

 
 
 

２ 

 
（ダウン）キーを１回押し、カーソルを［Ｏｐｅｒａｔｅ Ｍｅｍｏｒｙ］の位置にし 

設定 START/STOP スイッチキーを１回押します。 

 
 

（ＴＯＰ ＭＥＮＵ） 
 Ｍｅａｓｕｒｅ 

■ Ｏｐｅｒａｔｅ Ｍｅｍｏｒｙ 
  Ｓｅｔ Ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ 

 
 

３ 

 
カーソルを［Ｃｌｅａｒ Ａｌｌ Ｍｅｍｏｒｙ］の位置にして設定 START/STOP スイッチキーを
１回押します。 

  

（Ｍｅｍｏｒｙ） 
  Ｄｉｓｐ Ｂｌｏｃｋ 

Ｃｌｅａｒ Ｂｌｏｃｋ 
■ Ｃｌｅａｒ Ａｌｌ Ｍｅｍｏｒｙ 

 
４ 

 
［Ｃｌｅａｒ Ａｌｌ Ｍｅｍｏｒｙ？］と画面に表示しますので、カーソルを［Ｙｅｓ］の位置に
し、設定START/STOP スイッチキーを１回押します。 
●メモリが全消去されます。 

  Ｃｌｅａｒ Ａｌｌ Ｍｅｍｏｒｙ？ 

                               ＮＯ 
                            ■  ＹＥＳ  

 

 
 
 

確認手順 

５ 

 

▲
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4.2  パソコンへの測定データ保存操作手順 
 

4.2.1  通信ソフトの起動とパソコンへの測定データ保存 
 

通信ソフトの起動から測定ソフトのパソコンへの保存操作を説明します。 
 

手 順 操 作 

 
パソコンのシリアルコネクタに付属の通信ケーブルを接続します。 
● 使用する通信ケーブルはＤ－ＳＵＢ９ピンメスです。 

 
 
 
 

１ 
NOTE：接続上の注意事項 

■ シリアルポート以外に接続しますと、通信できませんので注意して下さい。 

■ 通信ケーブルは、接触不良が起きないように確実に挿入して下さい。 

■ パソコン側のコネクタがＵＳＢ（シリアルポートマーク    ）の場合は、市販の変換ケーブ

ルをご使用下さい。この場合にも、変換ケーブルを使用するＵＳＢポートの割当は、ＣＯＭ

－１，ＣＯＭ－２のどちらかに設定して下さい。 

２ 

 
パソコンとＰＡ－６００とを付属の 
通信ケーブルで接続します。 
 
 
 
 

３ 
付属の通信ソフト［電力計コントローラー］を起動します。 
 ●［電力計コントローラー］の使用方法は、別冊の「５９２９電力アナライザＰＡ－６００ 

［電力計コントローラーの使い方］」を参照ください。 

４ 
ＰＡ－６００の電源をＯＮします。 
●ＰＡ－６００の電源には、必ず５９１７ ＡＣアダプタをご使用下さい。 

確認手順     

  

ＡＣ ＡＤＰ．

電源入力／充電入力

濃 淡

コントラスト

充電

電源

ON/OFF

設定

START/STOP
メニュー

Ｉ Ｉ

電流入力 MAX600A.AC

Ｒ Ｓ Ｔ

電圧入力 MAX300V.AC

非接触

電圧入力

ＲＳ-２３２Ｃ

５００２ 電力アナライザ ＰＡ-６００

附属の通信ケーブル

ＡＣ ＡＤＰ.

ＰＡ-６００

シリアルポートマークの一例

この様なマークのある所に

接続して下さい。
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５ 

通信ソフト［電力計コントローラー］の設定（Ｐ）メニューの通信条件設定（Ｓ）を選択し、
Ｒ 
Ｓ－２３２Ｃの通信条件を設定します。 
●標準設定は（ＣＯＭ１／９６００／８／ＮＯＮＥ／１）になります。 

６ 
ＰＡ－６００の通信条件を設定します。 
●パソコンと同じ設定にします。 

通信ソフト［電力計コントローラー］のファイル（Ｆ）メニューから、ダウンロード（Ｄ）を
選択します。 

７ ＮＯＴＥ：ダウンロード操作での注意事項 
■ ＰＡ－６００本体のメモリに、データがメモリされていない時は、このダウンロードは実行

されません。 

８ 取り込みたいデータをメモリデータの一覧から選択し、ダウンロードボタンを押します。 

９ ダウンロードされてグラフ表示、データ一覧が表示されます。 

 

１０ 必要に応じて、データを保存してください。 
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4.2.2  パソコンによるロギングモード測定 
 

ＰＡ－６００本体とパソコンを常時接続して、測定インターバル時間単位に測定データをパソコンに保存
する操作を説明します。 

手 順 操 作 

１ 4.2.1 手順１～６の操作でＰＡ－６００本体とパソコンが通信可能な状態の準備操作をします。 

通信ソフト［電力計コントローラー］のメニューバーの動作制御（Ｅ）メニューを押して、計測
開始（Ｓ）を選択します。 
● これにより測定が開始されます。 ２ 

ＮＯＴＥ：計測開始での注意事項 
■ 計測を開始しないと測定値は表示されません。 

ロギング周期を設定します。（すでに設定済みの場合、この動作は必要ありません。） 
● 設定（Ｐ）メニューのロギング条件設定（Ｌ）を選択します。 
● ロギング条件  インターバル（測定時間間隔）データ  の設定を変更します。 

３ 
ＮＯＴＥ： 
■ インターバル（測定時間間隔） は１秒単位 ００：００：０１～２４：００：００まで設

定可能です。但し、内部プログラム処理の関係から、インターバル時間１分設定時は９時
間以上の測定はできませんので、ご注意下さい。 

■ データは全部で９項目あり、チェックボックスにチェックを入れたものだけデータとして
取り込まれます。 

４ 
計測が開始されている状態で通信ソフト［電力計コントローラー］の動作制御（Ｅ）メニューの
ロギング開始（Ｌ）を選択します。 

５ 
ロギング開始（Ｌ）を選択すると、保存場所を聞かれるので、保存場所を指定します。 
● データの保存場所につきましては処理速度の関係から、フロッピーディスクではなく、ハ

ードディスクの任意のフォルダに保存します。 

６ ロギングが開始されます。 
ロギングを停止するには、動作制御（Ｅ）メニューのロギング停止（Ｌ）を選択して下さい。ロ
ギングが停止されます。 
● 計測停止（Ｓ）を選択すると、計測が停止すると共にロギングも停止します。 

確認手順 

７ 
ＮＯＴＥ： 
■ 保存された測定データファイルは、ＣＳＶ形式の指数表示になっていますので、エクセル

を使ってのグラフ化等を行うこともできます。 
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保 守 
 

点 検                             
 

付属品の確認 付属品の章を参照し、付属品の有無を確認します。 

構造の点検 操作パネルを点検し、部品（ネジ、ツマミ、ノブ、端子）、ケースの変形が無いか調べます。 

 本体表示器を点検し、ひび割れ、破損（液晶の液漏れ）が無いか調べます。 

 

試験コードを点検し、亀裂、つぶし、断線が無いか調べます。 

特にクランプセンサは精密加工品ですので、噛み合わせ部分にひねり、衝撃などの力を加えると噛み合わせ不良と

なり、使用できなくなります。 

ご使用の前後には、クランプセンサの噛み合わせに不具合のないことを確認してください。  
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第６章 
 

カスタマサービス 
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カスタマサービス 
 

校正試験                            
 

校正データ試験 

のご依頼 

 

ＰＡ－６００の試験成績書、校正証明書、トレーサビリティは、有償にて発行いたします。お買いあげの際にお申

し出下さい。アフターサービスに於ける校正データ試験のご依頼は、本器をお客様が校正試験にお出ししていただ

いた時の状態で測定器の標準器管理基準に基づき校正試験を行い試験成績書、校正証明書、トレーサビリティをお

客様のご要望（試験成績書のみでも可）に合わせて有償で発行いたします。 

 校正証明書発行に関しては、試験器をご使用になられているお客様名が校正証明書に記載されますので代理店を経

由される場合は、当社に伝わるようにご手配願います。 

 校正データ試験のご依頼時に点検し故障個所があった場合は、修理・総合点検として校正データ試験とは別に追加

の修理・総合点検のお見積もりをさせていただきご了承をいただいてから修理いたします。 

 本器の校正に関する試験は、本器をお買い求めの際にご購入された付属コード類も含めた試験になっています。校

正試験を依頼される場合は、付属コード類を本体につけてご依頼下さい。 

校正試験データ 

（試験成績書） 

校正試験データとして試験成績書は、６ヶ月間保管されますが原則として再発行致しません。修理において修理後

の試験成績書が必要な場合は、修理ご依頼時にお申し付け下さい。修理完了して製品がお客様に御返却後の試験成

績書のご要望には、応じかねますのでご了承下さい。 

 校正データ試験を完了しました校正ご依頼製品には、「校正データ試験合格」シールが貼られています。 

(製品お買い上げ時に校正書類をご依頼された場合は、シールは貼られません。) 
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製品保証とアフターサービス                            
 

保証期間と保証内容 納入品の保証期間は、お受け取り日（着荷日）から１年間といたします。（修理は除く）この期間中に、当社

の責任による製造上及び、部品の原因に基づく故障を生じた場合は、無償にて修理を行います。ただし、天

災及び取扱ミス（定格以外の入力、使い方や落下、浸水などによる外的要因の破損、使用・保管環境の劣悪

など）による故障修理と校正・点検は、有償となります。また、この保証期間は日本国内においてのみ有効

であり、製品が輸出された場合は、保証期間が無効となります。また、当社が納入しました機器のうち、当

社以外の製造業者が製造した機器の保証期間は、本項に関わらず、該当機器の製造業者の責任条件によるも

のといたします。 

保証期間後のサービ

ス(修理・校正） 

有償とさせていただきます。当社では、保証期間終了後でも高精度、高品質でご使用頂けるように万全のサ

ービス体制を設けております。アフターサービス（修理・校正）のご依頼は、当社各営業所又は、ご購入さ

れた代理店に製品名、製品コード、故障・不具合状況をお書き添えの上ご依頼下さい。修理ご依頼先が不明

の時は、当社各営業所にお問い合わせ下さい。 

一般修理のご依頼 

 

お客様からご指摘いただいた故障個所を修理させていただきます。点検の際にご依頼を受けた修理品が仕様

に記載された本来の性能を満足しているかチェックし、不具合があれば修理のお見積もりに加え修理させて

いただきます。 

（「修理・検査済」シールを貼ります。） 

総合修理のご依頼 点検し故障個所の修理を致します。点検の際にご依頼を受けた修理品が仕様に記載された本来の性能を満足

しているか総合試験によるチェックを行い、不具合があれば修理させていただきます。さらに消耗部品や経

年変化している部品に関して交換修理（オーバーホール）させていただきます。修理依頼時に総合試験をご

希望されるときは、「総合試験」をご指定下さい。校正点検とは、異なりますので注意して下さい。 

（「総合試験合格」シールを貼ります）  

修理保証期間 修理させていただいた箇所に関して、修理納入をさせていただいてから６ヶ月保証させていただきます。 

修理対応可能期間 修理のご依頼にお応えできる期間は、基本的に同型式製品の生産中止後７年間となります。また、この期間

内に於いても市販部品の製造中止等、部品供給の都合により修理のご依頼にお応え致しかねる場合もござい

ますので、ご了承下さい。 
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